
 

 

 

 

 

 

 

 

 

HiTrap Fibro PrismA、HiScreen Fibro PrismA 

ご使用前にご覧ください 
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本紙は HiTrap Fibro PrismA および HiScreen Fibro PrismA をより快適にお使いいただくためのポイントを

お知らせするものです。実際の手順の詳細につきましては HiTrap Fibro PrismA HiScreen Fibro PrismA 

instructions を、ÄKTATMでの操作に関してはそれぞれのマニュアルをご参照ください。 

 

基本仕様 

 HiTrap Fibro PrismA HiScreen Fibro PrismA 

 

 

Technique Affinity 

Matrix volume (MV) 0.4 mL 3.75 mL 

Max pre-column pressure 

(Housing pressure limit)  
1 MPa (10 bar) 

Max delta-column pressure 

(Max operating pressure) 
1 MPa (10 bar) 

Default flow rate ≦16 mL/min ≦30 mL/min 

レジデンスタイム (推奨流速時) 1.5 sec 7.5 sec 

接続部 1/16” メス 5/16” メス 

基材 セルロースファイバー 

保存液 20% Ethanol 

 

＜保存条件＞ 

本製品は使用後 20%エタノールに置換し、2-8 ℃の温度で保管してください。 

 

＜接続に必要なアクセサリー＞ 

HiTrap Fibro 

Fingertight connector, 1/16” male 10 個入り 

製品コード：18111255  

https://cdn.gelifesciences.com/dmm3bwsv3/AssetStream.aspx?mediaformatid=10061&destinationid=10016&assetid=33174
https://cdn.gelifesciences.com/dmm3bwsv3/AssetStream.aspx?mediaformatid=10061&destinationid=10016&assetid=33174


 

 

 

PEEK Tubing, 2 m, i.d. 1.0 mm, o.d. 1/16" 

製品コード：18111583 

 

HiScreen Fibro  

Connector 1/16” male 10 個入り 

製品コード：18112707  

Ferrules, 1/16”（青）10 個入り 

製品コード：18112706 

PEEK Tubing, 2 m, i.d. 1.0 mm, o.d. 1/16" 

製品コード：18111583 

 

 

  



 

 

 

＜使用するシステム＞ 

HiTrap Fibro 

ÄKTA pure 25/ÄKTA avant 25 を推奨します。 

ÄKTA pure 150/ÄKTA avant 150は使用可能です。 

 

HiScreen Fibro 

ÄKTA pure 150/ÄKTA avant 150 を推奨します。ÄKTA pilot 600 は使用可能です。 

 

UNICORN のコンフィギュレーションファイルを最新版へアップデートすることにより、Fibro 用の Predefined 

method がプリセットされます。 

コンフィギュレーションファイルのアップデートの仕方は各 ÄKTA シリーズの「はじめてお使いの方へ」マニュアル

を参照ください。 

 

Avant25の場合 Avant150 の場合 

  

 

 

  



 

 

 

＜Fibroシリーズ特有の留意点＞ 

 超純水など低電気伝導度の溶液の送液により、ベースマトリックスであるファイバーが可逆的に膨潤

し、圧力が上がりやすくなります。そのため超純水を送液する場合には、推奨流速の半分程度を目

安に流速を下げて使ってください。溶出や Strip 用のバッファーには、≦5 mM NaCl を加えることでこの

現象を回避することができます。 

 

 極めて高流速で運転できる特性を活かすために、ハードウェアもしくはメソッドの設定変更をお勧めす

る点は下記となります。 

✓ pH バルブがあるシステムを使う場合には、メソッド上でフローリストリクターFR902 をバイパスの状態で

設定します。pH バルブがない場合には、フローリストリクターを流路から取り外します。 

✓ グラジエント溶出しない場合には、システムのミキサーを一時的に取り外してください。 

✓ System wash や pump wash, priming などの動作をメソッドから外します。そのために、ラインのプライ

ミングやカラムの平衡化をメソッド開始前に手動で実施します。 

✓ A 側に開始バッファーと CIP 溶液、B 側に溶出バッファーを置いてください。低 pH の溶出バッファーと

CIP 用の NaOH 溶液が混合すると温度が上昇してしまいます。メソッド上では system wash が省か

れているため、これにより高 pHの CIP溶液は開始バッファーのあとに送液されることになり、カラムの中

で低 pH と高 pH の溶液が混合することを避けることができます。 

✓ Method settings フェーズにおいて、Noise reduction UV

の averaging time を 0.2 secに変更してください。 

✓ 溶出時にピーク分取をする場合には、Minimum Peak 

widthを0.025 minのように小さい値に変更してください。 

 

 システム接続時に drop to drop 接続する必要はありま

せん。 エアが混入しても品質に問題はなく、送液により

簡単にエアは抜くことができます。 

 

 HiTrap Fibroは他の Fibro製品と比較して溶出ボリュームが大きくなる傾向があります。 

 

＜CIP＞ 

Fibro PrismAは高アルカリ耐性の改変型 rProtein Aをリガンドとしているため、0.5~1.0 M の NaOHを CIP

に使うことができ、必要な場合には 1.5~2 M NaOH も使用可能です。NaOH の濃度および接触時間は至

適化が必要です。CIPは毎サイクル事に実施することを推奨します。 

 

 

  



 

 

 

＜HiTrap Fibro PrismA のメソッド例＞ 

ここでは下記設定で HiTrap Fibro PrismA を使う前提でのメソッドを説明します。 

 

使用システム：ÄKTA avant 25 

インレット バッファー バッファーの組成の代表例 

A1 開始バッファー 20 mM Sodium phosphate, 0.15 M NaCl, pH 7.4 

A2 CIP 溶液 0.5~1.0 M NaOH 

A3 サンプルロード後の洗浄

バッファー 

中性のバッファーに 0.5~1M の NaCl が加わったもの 

20 mM Sodium phosphate,0.5~1.0 M NaCl, pH7.0  

もしくは 

溶出バッファーと組成は同じで pHが高いもの 

50 mM sodium acetate pH5.5~6.0 

B1 溶出バッファー 50~100 mM Sodium acetate, pH3.0~3.6 

 

※コンフィギュレーションファイルを最新版に update し、HiTrap Fibro の predefined メソッドを選択した場

合を中心に説明します。コンフィギュレーションファイルをアップデートしない場合には、アフィニティークロマト

グラフィーの predefined メソッドを選択し、適宜編集してください。 

 

このメソッドを実施した場合の典型的なクロマトグラムは下記のようになります。 

 

  



 

 

 

 

Method Settings 

 

✓ 本メソッドは volume ベースになって

います。 

✓ コンフィギュレーションファイルをアップ

デートしない場合には、アフィニティー

クロマトグラフィーの predefined メソッ

ドを選択し、左のようにカラムボリュー

ム、耐圧、流速、フローリストリクター

（バイパス）を設定してください。 

✓ text instructions タ ブ よ り 、 UV 

averaging time(sec)を 0.2 に変更

します。 

 

Equilibration 

 

✓ 平衡化は 6ml に設定します。 

✓ Fill the system のチェックボックスは

外します。 

  



 

 

 

Sample Application  

 

✓ サンプル量に応じて、ループでの添

加、ダイレクトロードを使い分けて

下さい。 

✓ フラクションコレクターの設定を適

宜行います。 

Fibro Unit Wash  

 

✓ 続いてロード後の洗浄バッファーを

6 ml 送液します（ロード後の洗

浄バッファーが A3 にある設計です

が、開始バッファーで洗浄する場

合には A1 となります）。 

✓ Fill the systemのチェックボックスは

外します。 

✓ フラクションコレクターの設定を適

宜行います。 

  



 

 

 

Elution 

 

✓ Isocratic elution を選択し、溶出

バッファーを 6 ml 送液します。 

✓ Fill the systemのチェックボックスは

外します。 

✓ 溶出時にピーク分取をする場合

には、Peak Frac Settings ボタンよ

り、Minimum Peak widthを0.025 

min のように小さい値に変更してく

ださい。 

 

Fibro Unit CIP 

 

✓ NaOH溶液を8 ml、つづいて開始

バッファーを 6 ml 送液します。 

 

  



 

 

 

Re Equilibration 

 

✓ 開始バッファーを 10 ml 送液しま

す。 

✓ Fill the systemのチェックボックスは

外します。 

 

ÄKTA avant/pure 150 および HiScreen Fibro PrismA を用いる場合には下記のように各フェーズの流速と

体積を変更します。 

 


